
中国圏広域地方計画 計画原案

プロジェクト参考資料

（説明図表）

平成２１年６月



鳥取島根

山口

広島地域（マツダ関連）
戦略的産業活力活性化研究会（広島県/H18.3設立）

○軽量化分科会 ○エレクトロニクス化分科会 ○リサイクル分科会

★カーエレクトロニクス推進センター
（広島県/H20設立）

○環境技術 ○安全・情報化技術 ○エレキ基盤技術 ○人材育成

(財)ひろしま産業振興機構

岡山地域
（三菱自動車水島製作所関連）
★岡山県次世代自動車関連

技術研究会（岡山県/H20設立）

○塑性加工等製造技術
○次世代高付加価値部材 等

(財)岡山県産業振興財団

(社)中国地方ニュービジネス協議会／
(財)ちゅうごく産業創造センター

産学連携校流会 （広域連携関連）
－高機能難加工交流会、表面処理技術交流会 等

核

中国地方の連携体制

核

核

戦略的な企業誘致と産業連携を支援する基盤の整備

○誘致活動、事務所開設への支援を行うことにより外資系企業を含む企業の誘致促
進及び企業の立地ニーズに対応した産業団地の整備

○用水の安定供給に資する多目的ダムの整備を推進【殿ダム等】

○圏域内外の産業連携を支える高規格幹線道路ネットワークや産業港湾等の物流
基盤の整備を推進

技術開発等を通じた基幹産業の国際競争力強化

産業クラスター活動の広域的連携による次世代産業の創出等の促進

○ 「中国地域産学官コラボレーション会議」等の枠組みを活かした産学官連携推進
体制の整備や会議等を通じた関係機関相互の交流を促進

○「産業クラスター計画」における「次世代中核産業形成プロジェクト」及び「循環・環
境型社会形成プロジェクト」の発展

１．ものづくり産業の再構築・高度化による競争力強化プロジェクト

中国圏の強みであるものづくり産業が、引き続き国際競争力を維持し、圏域の活力のけん引役として発展することを目指し、川
上・川下企業の連携による基幹産業の競争力強化、コンビナートの運営機能の統合化を通じたリノベーション、産業クラスター
活動等の広域的連携、戦略的な企業誘致等の取組を行う。

瀬戸内海に集積するコンビナートの高度統合化等を通じたリノベーション

■水島地区におけるＲＩＮＧⅢの取り組み○国際競争力強化を図るため、
運営機能の統合等によるコ
ンビナートのリノベーションに
向けた取組の促進

○バルクターミナルを効率的に
運用する「臨海部産業エリ
ア」の形成に向けたターミナ
ルの長期一体貸付の促進

○カーエレクトロニクス、高機能樹脂や塑性加工技術の高度化等、次世
代自動車技術の形成のための研究開発の推進

○優れた部材や素材等を提供する川上企業から最終製造等の川下企
業までの集積を活かしたＦＰＤ関連ネットワークの形成や、産官学連携
による研究開発、技術者育成等の推進

○瀬戸内海の海運や本四架橋の活用促進によるサプライチェーンの高
度化や、「因島技術センター」の機能強化

○地域が有する微細加工、樹脂成形、熱処理技術等の重要基盤技術
の研究開発・高度化に対する支援強化

■自動車関連産業における連携体制

具体的取組内容



２．臨海部産業支援のための国際物流機能強化プロジェクト

東アジア諸国に近接する中国圏の地理的な優位性を活かし、国際競争力を強化するため、産業港湾の再生・機能強化、航空物流
の機能強化、シームレスな貨物輸送ネットワークの構築を図るとともに、物流用地の確保や土地利用の高度化を図り、国際的な
競争力を有する物流基盤の整備を行う。

具体的取組内容

○東アジアを中心とした国際コンテナ貨物の効率輸送のための港湾整備を推
進【水島港、福山港等】

○港湾、空港へのアクセス強化に資する道路等の整備を推進【倉敷福山道路、
岩国大竹道路等】

○スーパー中枢港湾と他圏域も含めた港湾の連携強化を図る内航フィーダー
輸送体制を確立

○国際航空貨物輸送力強化のため、ベリー貨物の増大や貨物チャーター便の
運航を促進

シームレスな貨物輸送の実現基礎素材型産業を支える産業港湾の再生・機能強化

○バルク貨物の効率輸送に資する港湾整備の推進【尾道糸崎港等】

○臨海部産業エリアの形成に向けた取組を推進【徳山下松港】

■臨海部産業エリアの形成（周南地区）

高能率貨物取扱支援施設

民間事業者による整備

高能率貨物取扱支援施設

民間事業者による整備

荷主企業
（石炭火力発電）

11.7ha

7.6ha

二次輸送
二次輸送

（-14）280m

一
括
大
量
輸
入

一
括
大
量
輸
入

港湾関連用地

埠頭用地

臨海部産業エリア
スタッ

カーリク
レーマ

スタッ
カーリク

レーマ

■多目的国際ターミナル・臨港道路の整備（水島地区）

臨海部の土地利用の高度化

○廃棄物埋立護岸整備等の官民協力による臨海部における事業用地、物流
用地の確保、及び臨海部遊休地の有効活用の推進



３．日本海沿岸における北東アジアゲートウェイプロジェクト

日本海沿岸地域と北東アジア地域との地理的近接性や密接な交流の歴史的背景を活かし、官民の連携による経済・文化交流の深
化、交通基盤の整備、定期航路等の維持・充実、拠点都市機能の整備・集積による中国圏の玄関口としてのゲートウェイ機能強
化を図る。

具体的取組内容

北東アジア交流を支える交通基盤の強化北東アジア地域との交流の促進

日本海側における拠点都市機能の強化

○日本海の拠点となる
港湾や空港の機能
強化、官民連携によ
る貿易促進等に取り
組むことにより、国際
路線及び定期航路
の維持・充実

○交通・物流拠点とな
る港湾・空港と圏域
内外の各地域を連絡
する高規格幹線道路
ネットワーク整備

○自立した拠点都市圏の
形成に向けた官民による
広域連携の強化

○国際・広域交流の拠点性
確保に向け、国際交流拠
点施設を活用した国際的
なイベントや会議の開催

○快適で安全な、賑わいと
活力のある市街地の形
成による拠点都市機能の
強化【松江市等】

○地方政府レベルの国際交流の推進等によるゲートウェイとしての
知名度向上

○見本市への出展支援や、現地での物産展、商談会の開催等によ
る民間の貿易・経済交流の促進

○大学・研究機関との学術・研究交流や北東アジア研究の推進

■中海圏域の総合的・一体的な発展の
推進を図る中海市長会

■ロシア貿易促進プロジェクト
実行委員会の取組

■環日本海経済活動促進協議会によ
る民間主導の市場開拓の取組開始

束草港

トロイツァ港

(旧ザルビノ)

韓国

北朝鮮

中国

ロシア

モスクワ
サンクトペテルブルク

ウラジオストク港

苫小牧港

東海港

釜山港

（出典）「北東アジアゲートウェイ構想の推進に関する調査」
第１回検討会報告資料 (H21.1.21)

ナホトカ港

ボストチヌイ港

境港

リードタイム海路(40数日)に比べ大幅短縮（10数日）
※広島発の場合

北東アジアとの国際海上定期航路の状況

シベリア鉄道（9,300km）

■新規航路開設状況
・浜田港

－ウラジオストク（ロシア）
RORO船航路開設
（H20.7月開設）

・境港－東海（韓国）
－ウラジオストク （ロシア）
新規フェリー航路
（H21.6月 就航予定）

新潟港

伏木富山港

大阪港広島港

博多港

舞鶴港

酒田港

直江津港

門司港

下関港

浜田港
フェリー・ RORO航路

定期航路
予定

コンテナ航路
(韓国～ロシア間は除く)

ロシア極東航路
山陰～釜山航路
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○高規格幹線道路や地域高規格道路等の山陰と山陽の連絡及び山陰を東西に連絡する広域的な
幹線道路ネットワークの整備の推進【中国横断自動車道（姫路鳥取線、尾道松江線）、山陰自動車
道、東広島・呉自動車道、鳥取豊岡宮津自動車道、北条湯原道路等】

○ 「瀬戸内しまなみ海道振興協議会」、「瀬戸大橋利用促進共同事業実行委員会」等他圏域と連携し、
高速道路の利用促進に向けた取組を推進

凡例

港湾・空港

国管理空港

地方管理空港

共用空港

特定重要港湾

重要港湾

※高速自動車国道に並行する一般国道自動車専用道路の事業中含む

４．基幹的交通・情報通信ネットワーク整備プロジェクト

分散型の地域構造を活かして、産業の国際競争力強化、広域的な連携による観光の振興、都市と中山間地域等の交流・連携等や、
国内外との交流・連携を促進するため、総合交通体系の構築やシームレスなネットワーク形成の視点に立った交通ネットワーク
の整備･充実の推進、産業・生活活動や中山間地域等の交流･連携を支える情報通信ネットワークの整備に取り組む。

具体的取組内容

広域的な公共交通ネットワークの充実広域的な幹線道路ネットワークの整備と利活用

暮らしの多様化に対応した情報通信ネットワークの
整備

○条件不利地域においてブロードバンド・ゼロ地域の解消
や携帯電話の不感地帯の解消を推進

○各県の公共情報通信ネットワークの整備・活用、市町村
を含めた電子自治体化の推進

○国内航空路線の利用促進を通じた航空路線の拡充、民
間航空再開のための取組等を推進【岩国飛行場】

○半島・島しょ地域等の産業・生活を支える地方港湾の整
備を推進

■中国横断自動車道

尾道松江線

■中国横断自動車道

姫路鳥取線

瀬
戸
中
央
自
動
車
道

西郷港

隠岐空港

美
作
岡
山
道
路

空
港
津
山
道
路

岩
国
大
竹
道
路

広
島
自
動
車
道

東
広
島
高
田
道
路

北
条
湯
原
道
路

下
関
西
道
路

小
郡
萩
道
路

※本図は、ブロードバンド・サービスについて、事業者
情報等から、原則町丁目字単位で利用可能の有無
を区分し地図上に色塗りしており、色塗りした地域の
全域でサービス提供されているとは限りません。

広島岩国道路

鳥取豊岡宮津道路

広島呉道路

東広島・呉自動車道

山陰自動車道

高規格幹線道路

供用中

整備計画※

計画区間

無指定

供用区間

整備区間

調査区間

凡 例

地域高規格道路

超高速

DSL

ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ/無線

DSL

ｹｰﾌﾞﾙｲﾝﾀｰﾈｯﾄ/無線

■ブロードバンドサービス提供状況
（平成２０年９月末現在）

山陽自動車道



過疎・高齢化の進行等に対応した担い手の育成・確保 売れる農林水産物・加工品づくり

農山漁村の地域資源を活用した交流及び新たな産業振興の促進

５．里地・里山・里海における農林水産業再生プロジェクト

中山間地域等の主産業ともいえる農林水産業の持続的発展のため、担い手の育成や農林水産業への新規就業の支援、生産・流通
基盤の整備や維持保全、売れる農林水産物・加工品づくりやブランドの形成、農山漁村体験、グリーンツーリズム等や農林水産
資源を利活用したバイオマスエネルギー等の新たな産業の育成、中山間地域等の多面的機能の維持・保全・再生に取り組む。

生産性向上に資する生産基盤の整備と経営高度化

具体的取組内容

森林・里山・農地の多面的機能の維持・保全・再生

○農業生産法人、集落営農組織の設立
や認定農業者への支援による地域の
実態に即した担い手の育成・確保

○農用地の利用集積を図るとともに、農
業への参入希望企業に対する情報提
供、農地利用調整活動や農地の条件
整備、施設整備等を支援

○離職者等の農林水産業への就業支
援の積極的推進

○直売所等の環境整備、地元産食材を使った飲食
店の認定やイベントの開催等による地産地消の
取組の推進

○安全・安心のニーズに対応した品質管理の認定
制度の整備やシンボルマークの商標登録等、地
域ブランド形成の推進

○農商工連携による新たな加工技術の導入や高付
加価値食品等の開発、国内外における販路開拓
の推進

○農山漁村体験、子供達の教育旅行、朝市めぐり等、体験型・滞在型ツーリズ
ムによる都市部からの集客の促進

○地域に豊富に存在する木質バイオマスなどの資源利活用システムを構築す
るバイオマスタウン構想策定及び構想に基づく施設整備の推進

○農業水利施設の整備・更新等や農地の区画
整理等、生産基盤の整備の推進

○付加価値の高い園芸や畜産等への転換によ
る経営の高度化推進

○森林の生産性向上、及び木材価格の安定
化・需要拡大の促進

○藻場・干潟造成等、環境保全技術の研究開
発、漁場環境の改善を多様な主体により推進

○農業生産活動の継続を通じた食料供給機能や多面的機能の維持・増進、
及び農地・水・環境保全向上対策の推進

○耕作放棄地解消に向けた取組への支援やバイオエタノールやバイオディー
ゼル燃料の原料となる資源作物の導入等の取組の推進

○森林環境税等を活用し、荒廃した人工林の間伐、混交林への転換等による
森林機能の回復や普及啓発、森林環境教育の実施の推進

■建設業からの新分野
への進出

■集約が困難な小規模な耕作
地における高付加価値農作
物の生産

「仁多米」（島根県仁多郡）

(有)隠岐潮風ファーム

（島根県海士町）

■水産資源の生産力向上のため
の漁場整備

■集落農場型農業生産法人等
の担い手の育成
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６．地場産業を創出する地域資源活用プロジェクト

中山間地域等を中心とした地域経済の持続性を維持するため、和紙、筆、絣等の産地の技術や観光資源等、中国圏固有の優位性
のある地域資源を活用した新商品・新サービスの開発・市場化を総合的に支援し、地域産業の核となる新事業の創出を図る。

具体的取組内容

地域資源をまとめた効果的なブランド形成と販売促進産学官連携や商業・サービス業の専門家を活用した新商品・新サービ
ス開発支援

○各地域産品の関係企業や団体の連携による、全国市場へ向けた地域
資源をまとめたブランド化

○地域団体商標制度を活用した、地域の特産品等に産地の地域名を付
した商標の出願・権利化の推進

○首都圏等における地域ブランドの認知度向上・販売強化

○地域材を活用した木造住宅の振興や県産木材の利用促進

○地域の農産品や水産資源を活用した機能性食品産業化等、各地の産学官組織
との有機的な連携による新製品・新サービス開発の促進

○地域資源を活かしたマーケティングや域外市場に向けた販路開拓等、専門家の
支援による効果的な商品開発の促進

○観光支援プロデューサーによる観光事業者の支援等による地域資源を活用した
質の高い観光商品開発の促進

○木質資源等の地域資源を活用した事業化に向けて、事業推進の主体となる組織
・体制・人材の整備及び育成を支援

○新商品・新サービスの研究開発の初期段階の取組に対する基金組成等の円滑
な支援の推進

■和紙の加工技術による照明器具の商品化 ■筆製造技術を活用した化粧ブラシの商品化

■島しょ部の海産物のブランド化

■中山間地の風景・生活の体験プログラム事業化

■「萩の竹」を活用した竹製高級家具の商品化

青谷和紙（株）（鳥取県鳥取市） （有）竹田ブラシ製作所（広島県熊野町）

（株）ふるさと海士（島根県海士町） TAKE Create Hagi株式会社（山口県萩市）

美咲ファイネスト（株）（岡山県美咲町）



最寄り生活サービスの拠点
【サービス機能の集約化】
１次医療、最寄商業
（森林・農地の管理）

幹
線
道
路
・
路
線
バ
ス

都市生活サービスの拠点
２次医療等
（消防・救急医療等の支援機能）

高
速

道
路

・
軌

道
系

交
通

高次文化・商業・人材育成・情報発信機能等
（消防・救急医療面での支援機能）

生活圏

１次拠点

デマンドバス
訪問医療・
宅配サービス等

高度情報基盤
ＴＶ診療・
通信販売等

２次拠点

中心
サブ

中心

中枢都市圏
中核都市圏

中山間地域等を支える一次生活拠点機
能の充実

医療・福祉ネットワークの充実

集落コミュニティの強化・再構築による共助
の仕組みづくり

７．中山間地域・島しょ部における多面的機能の保全・活用と暮らし安心プロジェクト

高齢化の進む中山間地域等で集落機能の維持・確保を図るため、生活サービスの利便性を向上させるワンストップ型の生活拠点
の整備や交通機能の確保等による拠点や集落のネットワーク化の推進、暮らしを支える生活基盤の充実や共助の仕組み作りを通
じた集落コミュニティの強化・再構築、ＵＪＩターン等の都市住民のふるさと回帰を促進に取り組む。

地域の実情に応じた交通機能の確保と情
報通信環境の充実

具体的取組内容

中山間地域等の多面的機能の保全と活用中山間地域等の暮らし安心向上を目指した調
査研究の推進

○診療所等の生活サービス機能や行政機能を
一体化・集約化するワンストップ拠点の構築を、
旧市町村単位や小学校区単位等で推進

○集落支援センターの運営や地域マネージャー
の起用等、集落機能維持と一次拠点機能を補
完する支援機能構築の推進

○コミュニティバスや乗合タクシーの導入・再編、離
島航路の維持等、地域のニーズに応じた公共交
通の活性化・再生の取組の促進

○拠点間の交通機能確保に向けた道路、離島ター
ミナルの整備推進【江府三次道路、隠岐諸島】

○中山間地域等条件不利地域における、ブロード
バンド・ゼロ地域の解消等、情報通信環境の充
実の推進

○集落型ＮＰＯの構築や住民組織の設置による集
落コミュニティの再構築等、地域づくり活動を促進

○地域住民への見守り活動の周知及び体制整備

○地域包括ケアシステムを充実するため、地域
包括支援センターの機能強化の促進

○へき地診療所への医師派遣、研修の実施等、
総合的な地域医療支援の推進

○「中国地方中山間地域振興協議会」において、「島根
県中山間地域研究センター」を共同研究機関として、
地域運営プログラムの開発等、実践的な調査研究を
推進

○地域内外の企業の社会貢献活動やＮＰＯ活動等
の誘導・支援の推進

○空家対策事業の推進や交流・体験モデルツアー
等によるＵＪＩターン・二地域居住・定住促進

コミュニティバスの導入 乗合タクシーの導入 離島航路の維持

■交通機能確保のイメージ■「サービス機能集約化」
～きらめき広場・哲西（岡山県新見市）

■生活圏のイメージ

集落型ＮＰＯ
住民組織
見守り活動



８．中国圏の低利用資源を活用した低炭素・循環型地域づくりプロジェクト

中国圏のポテンシャルを活かし、地球温暖化対策としての温室効果ガス削減の一層推進、自然エネルギーの導入や水素エネル
ギー利用の推進のほか、エネルギー源の多様化・分散化、省資源・省エネルギーの推進、環境負荷の小さい都市・地域構造の実
現に向けた調査・研究の推進など、低炭素・循環型の地域づくりを目指す。

基礎素材産業を活用したリサイクルの推進
自然・産業資源等の活用によるエネルギー源の多様化・分
散化の推進

環境負荷低減型の地域づくり

低炭素・循環型社会に向けた調査・研究の推進

○山陰沿岸等の風況を活かした風力発電や日照時間の長い瀬戸内海
側等での太陽光発電等、自然エネルギー利用の推進

○廃食用油によるバイオディーゼル燃料の製造や木質バイオマスによ
る発電等のバイオマス有効利用の推進

○近畿や九州等とも連携を取りながら、コンビナートにおける石油精製
等の水素の供給ポテンシャルを活かした水素インフラ整備等の取組
を促進

○瀬戸内海沿岸の基礎素材産業集積地をリサイクル拠点としても活用するため、廃棄
物を船舶により共同輸送する瀬戸内静脈物流による広域リサイクルシステムの構築

○基礎素材産業から発生する鉄鋼スラグ等の産業副産物の水質汚濁対策利用など、
資源の有効利用の促進

○市民・事業者・行政が一体となったゼロエミッションに向けた取組の推進、及びモビリ
ティマネジメントの推進、低公害バス等の導入促進、EV車等の普及環境整備

○「中国グリーン物流パートナーシップ会議」を通じたグリーン物流の推進

○カーボン・オフセットを組み込んだツアーやイベントの開催や、地域ポテンシャルを活
かした低炭素・循環型社会に向けた調査研究のを推進風力発電

風力発電導入箇所

木質バイオマス発電利用

又は燃料製造箇所

発生水素の集積箇所

■新エネルギーの利活用箇所

木質バイオマスの利活用

北九州港

（資料）瀬戸内静脈物流事業化推進協議会ＨＰ

【焼却灰・汚泥、
廃プラ、廃タイヤ】

【焼却灰・汚泥、
廃プラ、廃タイヤ】

【鉄くず】

【廃プラ】

【木くず、
廃油、廃酸】

【シュレッダーダスト、金属】

【焼却灰】 三島川之江港

民間リサイクル業者10社が協議会を設立し、取り

組みを進めている。廃棄物をコンテナに入れ、
バージ船で輸送している。

徳山下松港宇部港

姫路港
神戸港

リサイクルポートに指定された港湾

瀬戸内静脈物流事業化推進協議会において
想定されている港湾

※【】内は各港の積み卸しで想定される廃棄物

【廃タイヤ、廃車、廃プラ】

【廃車】

【ペットボトル、廃車】
【古紙、木くず】

■瀬戸内海静脈物流

具体的取組内容



９．瀬戸内海の保全・活用プロジェクト

瀬戸内海を基軸とした近畿・四国・九州圏との広域連携を強化し、交通体系の再構築、失われた干潟、藻場の再生や災害等によ
り荒廃した山の修復等の環境創造を推進するとともに、瀬戸内海の景観、歴史、文化、食、街並み等を活用した魅力発信や瀬戸
内海ブランドの構築、離島地域等の振興、地震、津波に対応した防災ネットワークの整備を推進する。

航路を始めとする交通体系の再構築

瀬戸内海の魅力を守り、伝える体制の強化

瀬戸内海の交流促進とブランドの構築

瀬戸内海を活用した防災ネットワークの整備

具体的取組内容

協働による瀬戸内海の環境保全と創造

瀬戸内海の魅力を活かす離島地域等の振興

○笠岡諸島の離島ツアー、「瀬戸内しまなみ大学」の体験学習等を通じて、
二地域居住やＵＪＩターンにもつながる都市住民等との交流を促進

○県境・ブロックを越えた広域連携により水道・電力、救急医療、ブロードバ
ンド環境等の生活・情報通信基盤の維持・整備を推進

○瀬戸内海クルーズ観光や瀬戸内海スローツーリズムを振興するため、東
アジア地域等の旅行会社やメディアを対象に体験・視察ツアーを実施

○「瀬戸内海国際芸術祭」等の新たな瀬戸内海ブランドを構築するため、多
様な主体の連携による情報発信を推進

○瀬戸内海沿岸域の全自治
体の参加を目指し「瀬戸内・
海の路ネットワーク推進協
議会」の活動を推進

○「瀬戸内海里海委員会」等
の新たな広域的な連携体制
を形成、多様な主体の連携・
協力体制の強化

○防災ネットワークを形成する緊急物資輸送拠点となる港湾の耐震岸壁の
整備、防災拠点施設の整備・強化を推進

○海象データの収集や海岸保全施設の遠隔操作等を一元的に管理するこ
とで防災機能の強化を図る高潮防災ステーションの整備推進

○ 「リフレッシュ瀬戸内」活動等、住民

等多様な主体との協働による河川流
域及び海域や自然公園を含めた環境
美化・清掃活動の実施

○「瀬戸内海環境修復計画」に基づく多
様な主体の参加・協働による干潟・藻
場の保全・再生の推進

■瀬戸内海沿岸域１０７の市町村、１１府県が加入している
瀬戸内・海の路ネットワーク推進協議会

○ 「瀬戸内海航路整備計画」
の改訂等、瀬戸内海航路体
系の再構築や放置艇対策を
推進し、安全で効率的な交
通体系の構築

○海上アクセスの利便性向上
と港のユニバーサルデザイ
ン化を推進し、生活航路の
充実

○ 「みなとオアシス」を中心と
した、みなとの交流拠点機
能の強化やクルーズ船受入
体制の充実

■ぷらっと（ＰＬＡＴ！）尾道計画

■瀬戸内 川と海のクリーン
アップ大作戦

会員市町村

平成18年11月1日現在

尾道糸崎港

尾道市

瀬戸田港

【尾道糸崎港】

ふれあい朝市

●基幹事業

臨港交通施設（道路）

▲提案事業

情報提供施設

歩道高質化

みなとオアシス尾道

【瀬戸田港】

●基幹事業

係留施設（浮桟橋）

▲提案事業

情報提供施設

旅客待合所

みなとオアシス瀬戸田

旅客待合所

浮桟橋 汐待市



１０．中国圏の歴史・文化発信とまるごと観光推進プロジェクト

中国圏が一体となった広域的な連携による観光振興のため、中国圏ならではの魅力を活かした観光ルート・メニューの充実、東
アジア地域等からの誘客を重点対象とした国際競争力のある新たな観光商品の開発、海外へ向けた情報発信や、受入体制の充実
強化を図るとともに、世界文化遺産に代表される個性と魅力ある歴史・文化・自然の保存・継承、創造と情報発信を行う。

具体的取組内容

東アジア地域を中心とした外国人観光旅客の来訪の促進魅力ある観光地の形成とネットワーク化

魅力ある歴史・文化・自然の保存・継承・創造と情報発信

○「中国地域観光推進協議会」等を中心とした、他圏域も含む広域観光ルートの
創造や誘客促進等の共同事業を推進

○観光圏の整備を推進するとともに、必要な道路整備を推進【境港出雲道路等】

○「中国地域産業観光推進会議」等の活動を通じ、産業観光、スローツーリズム、
文化観光等のニューツーリズムの振興を推進

○ 「まち歩き中国ナビ」等を通じて、観光旅行者へ分かりやすい形で情報提供を
行うことにより、旅行の容易化・円滑化

○ 「中国地方国際観光ビジネス

フォーラム」の開催による広域
的な観光振興の推進

○他圏域とも連携し、外航船を
含むクルーズ客船の寄港促
進、空港連携による国際旅客
チャーター便の拡充の推進

○原爆ドーム、厳島神社、石見銀山の三つの
世界遺産に加え、新たな世界遺産登録を目
指した調査・保存の推進

○中国圏の神話、古代文化や神楽等の魅力
ある歴史・文化資源の調査・研究の推進

○国立・国定公園等の整備や世界ジオパーク
ネットワークへの加盟を目指す山陰海岸の
地質遺産の保全と活用等の取組を推進
【国営備北丘陵公園】

○各地域の個性的な美術館等をネットワーク
化し、情報発信を強化する取組の推進

倉敷美観
地区

321万人

萩
248万人

下関市
613万人

岩国市
339万人

山口市
309万人

浜田
189万人

尾道市
411万人

福山市
391万人

呉市
346万人

蒜山高原
229万人

鳥取砂丘・
いなば温泉周辺

214万人

玉野・渋川
225万人

岡山市・吉備路
176万人

■観光資源・広域的なネットワークの整備

錦帯橋 厳島神社 原爆ドーム

広島・宮島・岩国地域観光圏

主要観光地入り込み客数：
各県観光客入込動向調査(H19)より

１５０万人以上の観光地を記載
（各県によって計上方法が異なる）

山陰文化観光圏

出雲大社石見銀山 大山水木しげるロード

■クルーズ客船の寄港促進

■中国圏の３つの世界遺産

↑厳島神社

↑原爆ドーム

石見銀山→

クルーズルートの例

下関

萩

境

広島
尾道糸崎

三島川之江

宇和島

宿毛湾

宇 野
小豆 島

高 松

徳 島小 松島

韓国へ

九州・沖 縄・東南アジア へ

北陸へ

神戸 へ

主なクルーズ 船寄港地

浜 田

松山

今治

高知

坂出

あしず り

鳥取

温泉津

水島

呉厳島

瀬戸田岩国

三田尻中関
宇部

鷲羽山
183万人

出雲市
856万人

松江市
860万人

大山

境港周辺
166万人

大田市
166万人

とっとり梨の花
温泉郷周辺

152万人

世羅町
175万人

広島市
1063万人

宮島
286万人

庄原市
215万人

三次市
215万人北広島町

157万人

2008年のﾋﾞｼﾞﾈｽﾌｫｰﾗﾑ（海外出展・商談会）



１１．東アジアから世界への交流推進プロジェクト

広域ブロックにおける東アジアとの人的交流のゲートウェイを形成するため、近畿圏・九州圏等との機能連携を図りつつ、港湾
や空港の機能の強化や高速交通基盤の整備、充実を図る。また、世界との経済・文化等における人的交流の拡大や多文化共生社
会の構築を図るほか、平和・医療支援・災害復興・環境・人材育成等の分野で国際貢献の拡大を推進する。

具体的取組内容
官民が一体となった経済・文化国際交流の推進

人的交流のゲートウェイ形成に向けた国際交通機能の強化

多文化共生社会の構築

世界平和等の国際貢献の推進

○「日韓海峡沿岸県市道交流知事会議」等、各自治
体が進めている姉妹友好提携、交流・連携の推進

○「東アジア経済交流推進機構」等、各地域において
官民が一体となった広域的な連携体制の強化

○東アジア地域を始めとした国際見本市・商談会の
開催・参加を通じた国際経済交流の推進、国際イ
ベントを開催・誘致

○関係主体の連携による情報拠点機能の充実等に
よる国際交流ネットワークづくりの推進

○「平和市長会議」の活動を通じた核兵
器廃絶と世界恒久平和の実現に向け
た取組の推進

○「放射線被曝者医療国際協力推進協
議会」等による国際医療協力の推進等
により、世界の平和と安定に貢献

○国際救援物資の備蓄や海外の災害等
へのＮＧＯ等と連携した復旧・復興支
援を推進

○海外友好都市からの研修員受け入れ
による環境保全協力や、国際協力専
門人材の育成、発展途上国等の人材
育成支援を推進

○広島空港、岡山空港、米子空港において、国際航空路線の拡充・充実やＣＩＱ
体制の充実の推進

○下関港、広島港において、釜山航路等の国際フェリー・貨客航路の拡充

○アクセス交通の強化の推進【下関西道路等】

○外国人居住にも対応した教育・医療等の受け入れ環境の整備

○外国人住民を対象とする調査・研究や情報発信を推進

■広域ブロック人的交流の現状

■広島国際アニメーション
フェスティバルの開催

■「放射線被曝者医療国際協力推進協議
会」による医師の受入・派遣

■岡山空港内「救援物資備蓄センター」
からの物資提供

多方面頻発

アジア：ダイレクト
欧米他：近畿等と連携

※矢印の太さは2008年9月
現在の定期便の便数イメージ

アジア
（多方面頻発）

中国
（上海、大連、北京、
青島、蘇州）

韓国

その他アジア等
（台北、グアム、
バンコク）

福岡空港

北九州港
北九州空港

下関港

山口宇部空港

萩・石見空港

広島港

広島空港

出雲空港

美保飛行場
（米子空港） 鳥取空港

岡山空港

関西空港



１２．分散型地域構造の核となる都市整備プロジェクト

都市が多様な自然に近接し、適度な密度で分散している地域特性を活かした都市の生活スタイルを確立するとともに、中心市街
地における都市機能の高度化を図るための市街地整備や公共・公益施設の整備を推進する。更には、地域資源を活用したまちづ
くりを推進するとともに、既存ストックを活用した修復型の都市再生等を推進する。

具体的取組内容

生活圏の中心となる中小都市の整備自立的発展の拠点となる中枢中核都市の整備

既存ストックを活用した都市再生

○中心市街地における街なか居住や病院、福祉施設、学校等の公
共・公益施設の街なか立地を推進【浜田駅周辺、倉敷駅周辺等】

○ゾーンバスシステム、交通結節点整備、循環バスの導入等、オ
ムニバスタウン計画によるバスを活用したまちづくり構想を推進

○高次都市機能の集積を図るため、低・未利用地等
の活用や既存市街地の再生による拠点整備を推進
【広島市、岡山市等】

○交通の円滑化等、都市機能を強化する道路の必要
な整備を推進

○都心居住の実現、鉄道駅等の交通結節点の整備
や公共交通システムの高度化を推進

○旅客施設のエレベータ設置など、ユニバーサルデ
ザインの理念に基づく取組の促進

○既成市街地を地域内外の人々にとって魅力ある地域として再生
するため、既存ストックや空閑地を利用した修復型の都市再生を
推進【倉吉市等】

■医療施設を核とした既存市街地の
再整備による拠点整備や都心居住
（島根県松江市）

■低・未利用地等を活用した公共・公益
施設の街なか立地
（広島県府中市）

■統一感のある街なみ整備による都市
機能の回復
（山口県宇部市 ）

■閉鎖された工場を地域活性化
の場として再生(鳥取県鳥取市)

■寄付を受けた伝統的建物を活用、地域住民と
来訪者の交流の場として再生(山口県萩市)

■低未利用地等の活用や既存市街地の再整備に
よる拠点整備や都心居住「広島駅周辺地区の整
備」（広島市）

野球場を核としたスポーツ
拠点の形成

■広島駅自由通路及び新幹線口ペデストリアンデッキ

（計画中）

■若草町地区再開発（実施中）
宿泊施設、業務施設
商業施設、賃貸・分譲住宅

■新球場

新球場
ヤード跡地集客施設等（計画中）

■南口Cブロック再開発（計画中）

紙屋町・
八丁堀周辺地区との連携

■JR広島駅

交通結節機能
業務施設、商業施設、宿泊施設

■南口Aブロック（エールエールA館）

商業施設

商業施設、業務施設、分譲住宅

■南口Bブロック再開発（実施中）

桜
の
馬
場
線

ヤード跡地地区

広島駅南口地区

若草町地区

JR広島駅

二
葉
山
軸

地
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連
携
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化
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史
の
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道
）

新
球場

周辺との連
携

二葉の里地区

常
盤
橋
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線
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島
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速
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号
線

JR山陽新幹線
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１３．中国圏のサービス産業育成プロジェクト

サービス産業の生産性の向上・イノベーションの促進やソフトウェア、デザイン、コンテンツ等の特徴あるサービス産業の集積
強化を図るため、サービス産業の集積拠点の形成、企業間の連携・交流の促進、人材育成等を推進する。また、地域の関係主体
が連携した生活支援サービス業の創出支援を行う。

具体的取組内容

産業支援サービス業の集積強化サービス産業の生産性向上・イノベーションの促進

生活支援サービス業の創出

○ＩＴ産業の振興等、地域産業の競争力向上を支援する産業支援サービス業の集積拠点の形
成や、集積拠点に立地する産業支援サービス業等に対して重点的に事業展開の支援を推進

○地域振興の取組等と連携して、国際会議等の実施等について、全国に対する情報発信や企
業間の交流・連携を促進

○他企業の作業現場での研修斡旋等、若手人材の確保・育成、人的ネットワーク形成機会の提
供等の取組を産学官連携により推進

○地域の社会的課題の解決を手掛
けるコミュニティビジネスを支援す
るため、多様な主体から構成され
る協議会組織の活動の支援を推
進

○ものづくり産業が有する卓越した製造管理ノウハウの適用
事例やＩＣＴの活用事例等を発掘し、普及を推進

○中国圏における映画やアニメーション等のコンテンツを活
用した地域活性化の支援及びそれらのコンテンツ産業の育
成を推進

○デジタルコンテンツ系関連機器の開発・製造やコンテンツ
制作人材の育成支援

■ものづくり産業のノウハウを活用し、トヨタ生産方式を導入して生産性
の向上を図った病院

医療法人社団 いでした内科・神経内科クリニック（広島県）

■バーチャルリアリティに関する
技術を開発し、当該技術を県
内企業に移転し、新事業を創
出（島根県）

■産業支援サービス業拠点施設の整備
（ビジネスベースひろしま）

■ソフト系ＩＴ産業の振興
（中学生Ruby教室（松江市開催））

■緊急通報と生活モニ
タリングで安心・安全
サービスを提供

生活モニタリングシステム
｢カデモ｣

（周南マリコム（株））

■産学連携によるイノベーションによ
り個人向け写真集のコストを下げ、
ビジネスとして成立

㈱アスカネット（広島県）



治水・土砂・高潮・侵食対策の推進 防災生活圏の強化

環境対策・海洋資源保護の促進

１４．美しく強靭な中国圏域づくりプロジェクト

生活や経済活動におけるリスクマネジメントを進めつつ、自然環境の保全と再生を図るため、災害対策や防災拠点の強化、緊急輸
送ネットワークの確立と強化、情報通信技術を活用した防災体制の確立等の地域防災力の向上を図る。また、日本海等の海ごみ対
策、黄砂等の大気汚染への対策、健全な水循環系の構築や森林保全、海岸侵食対策等、多様な主体の連携による国土管理を図る。

社会資本の戦略的な維持管理

具体的取組内容

健全な水循環系の構築等、自然環境の保全と再生
社会資本・建築物等の耐震性強化

○河川流域圏における総合
的な治水対策や、河川改
修、河川・海岸高潮対策
の推進【志津見・尾原ダム、
太田川、広島港海岸、下
関港海岸等】

○土砂災害対策や海岸侵
食対策を推進する。さらに、
山地から海岸までの一貫
した総合的な土砂管理の
取組を推進するとともに、
治山施設の整備等により
森林の持つ水源かん養や
土砂流出・崩壊の防備等
を実施【広島西部山系、大
山山系、皆生海岸等】

○港湾や河川における放置
艇対策の推進

○清掃船による漂流ごみ回収や住民による海岸の漂着ごみ回
収等、海ごみ対策を推進

○日本海におけるアカガレイ・ズワイガニ等の資源回復計画の
実施

○保護育成礁を設置する等、沖合海域の漁場の整備を推進

○保安林等の適正な管理の推進、及び藻場の再生やヨシ帯
の整備等による健全な水循環系の構築【中海・宍道湖等】

○自然環境学習プログラム、エコツーリズムの推進、中国圏に
おける自然の保全・再生のためのエコロジカルネットワーク
構想の構築の推進

○大規模な地震や津波、原子力災害等の広域災害が発生し
た際の隣接ブロックと連携した応援・救援体制の維持・強化

○防災情報システムのネットワーク化等の情報共有の推進、
ハザードマップの作成や自主防災組織活動の連携、被災者
支援制度の充実

○緊急輸送道路の橋梁耐震対策等、大規模
災害時・緊急時に対応可能な社会資本の
強化や建築物の耐震化の推進

○災害時の迅速な復旧活動を実施する防災
拠点整備の推進

○道路橋等の補修・補強、老朽化した水道施設等の生活関連
施設の更新・改良等、既存ストックの適切な維持管理を推進

■橋梁の耐震補強状況
（一般国道２号五日市
高架橋）

■斐伊川・神戸川治水対策

■治水対策の３つの柱（３点セット）
①上流部での尾原ダム（斐伊川）・志津見ダム（神戸川）の建設
②中流部での斐伊川放水路の整備（神戸川の拡幅含む）
③下流部での大橋川改修と中海・宍道湖の湖岸堤の整備

奥出雲町

尾原ダム完成予想図志津見ダム完成予想図

雲南市

イメージパース

斐伊川分流堰

放
水
路



地域を支える人材の育成

○道路や河川、海浜等の清掃・緑化の取組等、
多様な主体の連携により社会基盤管理を推
進するなど、参加主体の拡大を図る

○中山間地域等を活動の場として、若年層か
らの森林ボランティアの育成等の自然を通
じた地域の活性化を支える人材育成の推進

１５．中国圏の人づくりプロジェクト

地域の持続的な発展を支える多様な人材を確保するため、研究開発や新製品・新サービスの開発に携わる人材の確保・育成、大
学等の高次教育・研究機能を活用した広域連携に基づく人材育成、地域を支える担い手の育成を推進する。また、次世代を担う
子供の良好な育成環境づくりを図る。

具体的取組内容

大学等の広域連携による人材育成

ものづくり産業等における高度な技術・技能を有する人材の育成 多様な人材を活かすための就業支援

子育て支援のための環境づくり

○コンビナート製造現場中核人材育成事業等をモデルとした中核人材育成や、
高等専門学校、地域企業、行政等でものづくり人材を育成するプログラムの
開発・実施の推進

○技術開発力を備えた高度産業人材を育成する先導的な研修プログラムを産
学官連携体制で開発、教育訓練機関への導入の推進

○次世代産業分野における研究開発人材、サービス産業のイノベーションを担
う人材等の育成を推進

○海事関係の人材確保・育成や海事思想の啓発等を総合的に推進

○各地の大学コンソーシアムの取組を継続、発展させることによる、大学等の単
位互換や共同事業等の連携強化

○子育て支援のための環境づくりと関係者が
連携した子育て支援体制づくりを推進

○子どもの成長を支える教育活動として、子供
農山漁村交流プロジェクトを推進

○若年者や女性、障害者の就業促進を図るため、就業支援機関において、職
業紹介等ワンストップサービスの提供や実践的な職業訓練の実施を推進

○高齢者の就業ニーズに対応した職業訓練や就業機会の確保、及び中小企業
等との人材マッチングの促進

■コンビナート製造現場中核人材育成事業の実施体制
■地域住民による社会基盤の管理水辺
ＥＮ組プログラム：江の川、高津川

■地域子育て支援拠点事業（セン
ター型）の事例（岡山県倉敷市）

（コンソーシアム構成員）

(委託) (再委託)

国立大学法人岡山大学

国立大学法人山口大学

（社）山陽技術振興会

水島コンビナート
立地企業

中小企業 行政 民間団体

（事業への参加・協力）

【管理法人】

（財）岡山県産業振興財団
経営支援部

産業人材育成支援室

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ １名
ｻﾌﾞｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ １名
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ４名
事務職員 １名

計７名

事業推進委員会
教材開発検討

委員会

中
国
経
済
産
業
局

経
済
産
業
省




